
◆農山漁村地域の暮らしを支えたい 

効率的に交通サービスを提供したい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 

【取組みの目的】 

 

 

名 称 一迫地区デマンド交通システム（一迫ふれあいタクシー） 

場 所 宮城県栗原市一迫地区 

取組みの 

背景 

○栗原市では、過疎化や商圏の拡大による商店街の空洞化に歯止めをかけたいと考えてい

た。また、高齢化とバス路線の廃止に伴い、交通不便者の足の確保も急務であった。 

取組みの 

概要 

○真坂地区では、地域交流センターを核としてデマンド

交通システムを活用し、商店街、公共施設、新設公

営住宅等を有機的に結合させ、中心商店街の活性

化を図っている。 

○真坂地区では生活路線バスとして３路線が運行され

ていたが、便数が少ないことや路線バスの空白地域

が多いことなどで２路線が廃止され、そのかわりとし

て平成 16 年 10 月より新たな交通手段であるデマンド

型交通システム｢一迫ふれあいタクシー｣の運行が開

始され、市から補助金をもらい、商工会が運営を行っ

ている。 

○このデマンド型交通システム｢一迫ふれあいタクシー｣は、戸口から戸口の送迎を行うことに

より交通不便者の移動手段を確保し、住民が自由にイベント参加（地域交流センター）や買

い物・通院（商店街）に行けるよう多目的なサービスを提供している。 

 

活用制度・

事業 

 

取組みの 

効果 

○バス路線に変わる交通手段として住民の意見等を広く取り入れた結果、現在のデマンド型

交通システムが誕生し、順調に利用者数が伸びている。特に高齢者が多い当地域では、

電話一本で自宅から目的地（ドｱ・ﾂｰ・ドｱ）まで送迎し、安価（１回利用 300 円・まちなかエリ

ア 100 円）で安心して利用できることから好評を得ている。 

○また、園児や小学生（遠距離通学）のスクールバスも同時に運行していることも他の地域で

は見られない特徴である。 

○デマンドタクシーは、地元商工会が中心に活動しており、利用実績は平成 16 年度の 6,750

人から平成 18 年度には 11,475 人と増加している。 

 
 

デマンドタクシー 

出典：まち交ネットホームページ 

東北圏の集落は広大な農山漁村地域に散在していることから、公共交通が運行されていない地域やバス

停まで遠く便数が少ない地域などがある。街なかの公共公益施設等へのアクセスなど、生活利便性を確保

していくためには、効率的な交通手段を確保していくことが必要。 

【宮城県栗原市】 

⇒上記の課題に対し、栗原市ではデマンドタクシーを導入して交通空白地帯の解消に取組んでいる。 

問い合わせ先：栗原市企画部市民協働課地域振興係 【TEL】0228－22－1164


